
人間社会科目シラバス 

 

環境都市系プログラム 教育評価委員会 

 

1．はじめに 
 環境都市系プログラムでは，下記のような学習・教育到達目標を掲げている．このうち，目標(C)では

技術者倫理だけでなく，「工学が自然及び社会に及ぼす影響」について深く考察することができる，多

面的な思考力を身につけることを目指している．そのため目標(C)には，人文系の科目群である人間社会

科目（選択必修 8 単位）を関連づけている．これらの科目を通して，人類のさまざまな文化，社会と自

然に関する知識と，それに基づいて適切に行動する能力を身につけてもらいたい． 

 このことを周知するため，本冊子を配布する．本冊子には，人間社会科目 24 科目のシラバスを記載

している．内容はシラバス検索システムで閲覧できるものと同一だが，関連する学習・教育到達目標が

目標(C)であることを明記している． 

 

 

環境都市系プログラムの学習・教育到達目標 
 

Ⅰ．幅広い教養と技術者倫理 

 (A) ＜科学技術基礎＞科学技術の共通基礎科目として数学・外国語・情報処理能力を習得する． 

 (B) ＜自然科学＞自然科学全般に関する広い知識を修得し，科学的思考能力を高める． 

 (C) ＜技術者倫理＞工学が自然及び社会に及ぼす影響を理解し，技術者としての倫理・責任感を自覚

する． 

Ⅱ．基礎的学理・専門知識・応用能力 

 (D) ＜主要専門基礎＞主要専門科目の基礎を身につける．  

 (E) ＜自己学習・応用能力＞演習を通じて，自己学習の習慣を身につけ，応用能力を高める．  

 (F) ＜チームによる実体験＞実験・実習を通して現象の理解を深めるとともに，チームワーク能力を

身につける． 

Ⅲ．社会に貢献できる技術者としての素養 

 (G) ＜コミュニケーション能力＞説明責任を果たすためのコミュニケーション能力を習得する．  

 (H) ＜社会基盤整備の応用技術＞ 社会基盤の整備に対する基本的理論と応用的な技術を習得す 

 (I) ＜デザイン能力＞自ら問題を発見し，調査・分析・評価・提案を行うことにより問題を解決する

能力を身につける． 
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